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法
令
の
規
定
に
よ
り
公
示
さ
れ
た
処
分
が
裁
決
で
取
り
消
さ
れ
、
又
は
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
処
分
庁
は
、
当

該
処
分
が
取
り
消
さ
れ
、
又
は
変
更
さ
れ
た
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

法
令
の
規
定
に
よ
り
処
分
の
相
手
方
以
外
の
利
害
関
係
人
に
通
知
さ
れ
た
処
分
が
裁
決
で
取
り
消
さ
れ
、
又
は
変

更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
処
分
庁
は
、
そ
の
通
知
を
受
け
た
者
（
審
査
請
求
人
及
び
参
加
人
を
除
く
。）に
、
当
該
処
分

が
取
り
消
さ
れ
、
又
は
変
更
さ
れ
た
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
証
拠
書
類
等
の
返
還
）

第
五
十
三
条

審
査
庁
は
、
裁
決
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
提

出
さ
れ
た
証
拠
書
類
若
し
く
は
証
拠
物
又
は
書
類
そ
の
他
の
物
件
及
び
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
提
出
要
求
に
応

じ
て
提
出
さ
れ
た
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
そ
の
提
出
人
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章

再
調
査
の
請
求

（
再
調
査
の
請
求
期
間
）

第
五
十
四
条

再
調
査
の
請
求
は
、
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
と
き

は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

再
調
査
の
請
求
は
、
処
分
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
誤
っ
た
教
示
を
し
た
場
合
の
救
済
）

第
五
十
五
条

再
調
査
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
処
分
に
つ
き
、
処
分
庁
が
誤
っ
て
再
調
査
の
請
求
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
旨
を
教
示
し
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
審
査
請
求
が
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
審
査
請
求
人
か
ら
申
立

て
が
あ
っ
た
と
き
は
、
審
査
庁
は
、
速
や
か
に
、
審
査
請
求
書
又
は
審
査
請
求
録
取
書
を
処
分
庁
に
送
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
審
査
請
求
人
に
対
し
弁
明
書
が
送
付
さ
れ
た
後
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
書
又
は
審
査
請
求
録
取
書
の
送
付
を
受
け
た
処
分
庁
は
、
速
や
か
に
、
そ
の

旨
を
審
査
請
求
人
及
び
参
加
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
書
又
は
審
査
請
求
録
取
書
が
処
分
庁
に
送
付
さ
れ
た
と
き
は
、
初
め
か
ら

処
分
庁
に
再
調
査
の
請
求
が
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
を
経
ず
に
審
査
請
求
が
さ
れ
た
場
合
）

第
五
十
六
条

第
五
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、
同
項
の
再
調
査
の
請
求
は
、

取
り
下
げ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
処
分
庁
に
お
い
て
当
該
審
査
請
求
が
さ
れ
た
日
以
前
に
再
調
査
の
請

求
に
係
る
処
分
（
事
実
上
の
行
為
を
除
く
。）を
取
り
消
す
旨
の
第
六
十
条
第
一
項
の
決
定
書
の
謄
本
を
発
し
て
い
る

場
合
又
は
再
調
査
の
請
求
に
係
る
事
実
上
の
行
為
を
撤
廃
し
て
い
る
場
合
は
、
当
該
審
査
請
求
（
処
分
（
事
実
上
の

行
為
を
除
く
。）の
一
部
を
取
り
消
す
旨
の
第
五
十
九
条
第
一
項
の
決
定
が
さ
れ
て
い
る
場
合
又
は
事
実
上
の
行
為
の

一
部
が
撤
廃
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
部
分
に
限
る
。）が
取
り
下
げ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
三
月
後
の
教
示
）

第
五
十
七
条

処
分
庁
は
、
再
調
査
の
請
求
が
さ
れ
た
日
（
第
六
十
一
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
十
三

条
の
規
定
に
よ
り
不
備
を
補
正
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
不
備
が
補
正
さ
れ
た
日
）
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
て
も
当
該
再
調
査
の
請
求
が
係
属
し
て
い
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
処
分
に
つ

い
て
直
ち
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
書
面
で
そ
の
再
調
査
の
請
求
人
に
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
再
調
査
の
請
求
の
却
下
又
は
棄
却
の
決
定
）

第
五
十
八
条

再
調
査
の
請
求
が
法
定
の
期
間
経
過
後
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
そ
の
他
不
適
法
で
あ
る
場
合
に

は
、
処
分
庁
は
、
決
定
で
、
当
該
再
調
査
の
請
求
を
却
下
す
る
。

２

再
調
査
の
請
求
が
理
由
が
な
い
場
合
に
は
、
処
分
庁
は
、
決
定
で
、
当
該
再
調
査
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

（
再
調
査
の
請
求
の
認
容
の
決
定
）

第
五
十
九
条

処
分
（
事
実
上
の
行
為
を
除
く
。）に
つ
い
て
の
再
調
査
の
請
求
が
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、処
分
庁
は
、

決
定
で
、
当
該
処
分
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
取
り
消
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
す
る
。

２

事
実
上
の
行
為
に
つ
い
て
の
再
調
査
の
請
求
が
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
処
分
庁
は
、
決
定
で
、
当
該
事
実
上
の

行
為
が
違
法
又
は
不
当
で
あ
る
旨
を
宣
言
す
る
と
と
も
に
、当
該
事
実
上
の
行
為
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
撤
廃
し
、

又
は
こ
れ
を
変
更
す
る
。

３

処
分
庁
は
、
前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
再
調
査
の
請
求
人
の
不
利
益
に
当
該
処
分
又
は
当
該
事
実
上
の
行
為
を

変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
決
定
の
方
式
）

第
六
十
条

前
二
条
の
決
定
は
、
主
文
及
び
理
由
を
記
載
し
、
処
分
庁
が
記
名
押
印
し
た
決
定
書
に
よ
り
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

処
分
庁
は
、
前
項
の
決
定
書
（
再
調
査
の
請
求
に
係
る
処
分
の
全
部
を
取
り
消
し
、
又
は
撤
廃
す
る
決
定
に
係
る

も
の
を
除
く
。）に
、
再
調
査
の
請
求
に
係
る
処
分
に
つ
き
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
（
却
下
の
決
定
で
あ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
却
下
の
決
定
が
違
法
な
場
合
に
限
り
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
）
並
び
に
審

査
請
求
を
す
べ
き
行
政
庁
及
び
審
査
請
求
期
間
を
記
載
し
て
、
こ
れ
ら
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
審
査
請
求
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
六
十
一
条

第
九
条
第
四
項
、
第
十
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
、
第
十
八
条
第
三
項
、
第
十
九
条
（
第
三
項
並
び
に
第

五
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
除
く
。）、
第
二
十
条
、
第
二
十
三
条
、第
二
十
四
条
、第
二
十
五
条（
第
三
項
を
除
く
。）、

第
二
十
六
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
一
条
（
第
五
項
を
除
く
。）、
第
三
十
二
条
（
第
二
項
を
除
く
。）、
第
三
十
九

条
、
第
五
十
一
条
及
び
第
五
十
三
条
の
規
定
は
、
再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
別

表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

再
審
査
請
求

（
再
審
査
請
求
期
間
）

第
六
十
二
条

再
審
査
請
求
は
、
原
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
た
と
き

は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

再
審
査
請
求
は
、
原
裁
決
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
裁
決
書
の
送
付
）

第
六
十
三
条

第
六
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
又
は
第

六
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
機
関
で
あ
る
再
審
査
庁
（
他
の
法
律
の
規
定

に
よ
り
再
審
査
請
求
が
さ
れ
た
行
政
庁
（
第
六
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
四
条
の
規
定

に
よ
り
引
継
ぎ
を
受
け
た
行
政
庁
を
含
む
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）は
、
原
裁
決
を
し
た
行
政
庁
に
対
し
、
原
裁
決

に
係
る
裁
決
書
の
送
付
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

（
再
審
査
請
求
の
却
下
又
は
棄
却
の
裁
決
）

第
六
十
四
条

再
審
査
請
求
が
法
定
の
期
間
経
過
後
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
そ
の
他
不
適
法
で
あ
る
場
合
に
は
、

再
審
査
庁
は
、
裁
決
で
、
当
該
再
審
査
請
求
を
却
下
す
る
。

２

再
審
査
請
求
が
理
由
が
な
い
場
合
に
は
、
再
審
査
庁
は
、
裁
決
で
、
当
該
再
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
。

３

再
審
査
請
求
に
係
る
原
裁
決
（
審
査
請
求
を
却
下
し
、
又
は
棄
却
し
た
も
の
に
限
る
。）が
違
法
又
は
不
当
で
あ
る

場
合
に
お
い
て
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
処
分
が
違
法
又
は
不
当
の
い
ず
れ
で
も
な
い
と
き
は
、
再
審
査
庁
は
、
裁

決
で
、
当
該
再
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
。

４

前
項
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
、
再
審
査
請
求
に
係
る
原
裁
決
等
が
違
法
又
は
不
当
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
取
り

消
し
、
又
は
撤
廃
す
る
こ
と
に
よ
り
公
の
利
益
に
著
し
い
障
害
を
生
ず
る
場
合
に
お
い
て
、
再
審
査
請
求
人
の
受
け

る
損
害
の
程
度
、
そ
の
損
害
の
賠
償
又
は
防
止
の
程
度
及
び
方
法
そ
の
他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
た
上
、
原
裁
決
等

を
取
り
消
し
、
又
は
撤
廃
す
る
こ
と
が
公
共
の
福
祉
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
再
審
査
庁
は
、
裁
決
で
、

当
該
再
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
再
審
査
庁
は
、
裁
決
の
主
文
で
、
当
該
原
裁
決

等
が
違
法
又
は
不
当
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
再
審
査
請
求
の
認
容
の
裁
決
）

第
六
十
五
条

原
裁
決
等
（
事
実
上
の
行
為
を
除
く
。）に
つ
い
て
の
再
審
査
請
求
が
理
由
が
あ
る
場
合
（
前
条
第
三
項

に
規
定
す
る
場
合
及
び
同
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
を
除
く
。）に
は
、
再
審
査
庁
は
、
裁
決
で
、
当
該

原
裁
決
等
の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
消
す
。

２

事
実
上
の
行
為
に
つ
い
て
の
再
審
査
請
求
が
理
由
が
あ
る
場
合
（
前
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
を
除

く
。）に
は
、
裁
決
で
、
当
該
事
実
上
の
行
為
が
違
法
又
は
不
当
で
あ
る
旨
を
宣
言
す
る
と
と
も
に
、処
分
庁
に
対
し
、

当
該
事
実
上
の
行
為
の
全
部
又
は
一
部
を
撤
廃
す
べ
き
旨
を
命
ず
る
。
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